部局長とＰＴの議論資料
【公の施設】

	項目名
	上方演芸資料館（ワッハ上方）

	部局の考え方
	
◆上方演芸資料館　　現地存続
○賃借契約が満了する平成23年度以降の家賃について、家主との家賃交渉により、大幅な減額を求めるとともに、利用料金や事業等の見直しにより、管理運営費用（指定管理委託料）のさらなる縮減を図る。

・上方演芸ゆかりの地であり、人がにぎわう現地において運営することが最もふさわしい施設である。

・移転・規模縮小は、在阪放送局や各演芸関係者等とのこれまでの信頼関係の崩壊につながる。

・家主は真摯に交渉に応じることを表明。

・適正な利用料金への改定
・民間の活動をサポートする事業への重点化

	参考データ等
	①ワッハ上方の府立施設としての意義

「残す」　大阪ならではの「笑いの文化」であり、庶民文化の代表といえる上方演芸が時代の変遷につれて風化しないよう、その資料を収集・保存して、後世に引き継ぐ（展示室入場者52,000人、寄贈資料57,000点、レファレンス348件）。

NHK及び民放各社、演芸関係プロダクションの協力により、演芸振興を図る全国で唯一の施設（放送局提供映像資料：2,665番組）

「楽しむ」　多彩な展示物と放送局の演芸番組・市販のＤＶＤ等及びホールにおける本格的な生の演芸公演により、多くの府民に演芸に親しんでもらう（設立からの総入場者163万人）
「挑戦する」　ホール等の貸館により、府民等の活動を支援し、新しい上方演芸の創造を促進（利用率：ホール83%、レッスンルーム99%、上方亭99%）。
②ワッハホールの評価等

・演芸だけでなく演劇など幅広い利用による高い稼働率（77.9％）

・貸館によるアマチュアの発表の場の提供

・代替性のない稀少な仕様

＊充実した附帯設備（寄席囲い・照明・音響・ピアノ等）により、演芸をはじめ、伝統芸能から演劇、講演会やダンス、ジャズなどの多目的な利用が可能
＊テレビ中継、収録に充分な電源、音響回線、映像回線を保有

＊観客との一体感があり、かつギリギリ採算性のとれる公演が可能な客席数（約300席）

＊高い集客性を有する立地条件（利便性・周辺環境）

③賃借料の比較（※共益費込み・月額坪単価・消費税込み）

・上方演芸資料館　　　　21,000円（ホール内装費用含む）
・府庁周辺の商業ビル　　18,000円
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［改革ＰＴ試案］


○他の府有施設等に移転、規模縮小


・展示機能及びライブラリー機能のみ存続（遅くとも平成22年度末まで）
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